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セ ップ ・リンハ ル ト
1.研 究課題 への個 人的な接近
この本は、京都の西の山の奥にある国際 日本文化研究センター(日 文研)と いう文部省の研
究機関で平成7年4月 から平成8年3月 までに行われた共同研究の報告書である。私は平成4
年12月 の日文研の公募 に対 して、「日本人の労働観 ・遊び観及び行為の歴史的発達」というテー
マを研究するために日文研で一年間共同研究組織を作ることを申請 した。その後、私がこの申
請の受け入れにあまり期待をかけない内に、それへの返事として平成5年6月 頃、当時の所長
の梅原猛先生か ら私の申請が採択 されたという、私 にとって大喜びの通知が私の母校 ウィーン
大学へ届いたのだった。
私は日本人の労働観 と余暇観、あるいは言 い換えれば仕事観と遊び観、に昔から興味を持 っ
ていた。昭和38年 にウィーン大学 に入学 し、El本 学の勉強を し始め、約30年 も前、昭和42年 の
4月 に、2年 間の留学のたあに日本に来た私 にとって日本人の働 き方よりも日本人の遊び方が
驚きの対象となった。なぜな ら、 日本人の働 き方 は昭和40代 にもすでに世界的に知 られていた
ので、私 も日本人が 「勤勉に働 く」 というイメージで日本に来た。 しかし愚直な私は、猛烈に
働 く日本人が同時に壮烈にと言 っていいほど遊ぶこともできるとは想像 もしなかったのである。
日本人が西洋人に対 していつも聞く質問の中に、「西洋人は皆恋愛結婚するにもかかわ らず、
どうして ヨーロッパにも離婚があるのか」 という決 まった質問がある。 この質問の中の簡単な
論理のような論理が、私が初めて日本に来たときに私の頭の中にも働いていた。 日本人はよく






市ではなか った。 しか し、町の中心地以外にはまだ道路が舗装されてない、 この札幌には巨大
な盛 り場 「すすきの」があった。札幌より遙かに古い、人口の多い、文化施設が豊富な、 ヨー
ロッパの昔の帝都の一つウィーンでは、札幌の 「すすきの」のような盛り場は全然なかったの
で、日本の社会の勉強をした私にとってこの 「すすきの」はとっても魅力のある場所になった。

































カラーの許す限 りのキャリアを目指 していた。労働と余暇と家族 との三っの領域の生活行為 と
価値観を調べたこの調査でも、余暇は猛烈社員のためにも大 きなウェー トを占めていると分 っ
た②。










いたことに日本の老人 クラブなどには、例えばカルタの トランプ遊びなどのよ うな純粋な、軽
い娯楽的な活動がこちらの老人クラブと比べて大変少なかったのであった。私の目か ら見て立
派な文化活動として分類できる、特に女の人の間で非常 に人気の高い日本舞踊 ともっと庶民的






しかし、そのときにいっの間にか 「拳遊び」 という日本人の遊びの事例研究に没頭 して しまい
(いまでもその 「拳」の研究も続 けてやるが)、 日本人の勤労観 ・余暇観という大きい研究テー
マに手をっけても、まだ充分な研究成果があがらないで今日に至った。この研究課題 は個人研
究 として大 きすぎると認識 していたが、幸いに平成七年度に国際日本文化研究センターで共同
研究 として実現できた。
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一番多 くの人々で述べられ、その中でまたいっも 「勤勉」が トップの位置を占め、そうして特




よりも人 口20万人以上の大都市の居住者が日本人の勤勉性を強 く意識 している(5)。
日本人 の自己イメージに根強 く固着されているこの勤勉性 はその他にも沢山の調査結果から
知られる。もう一っの事例だけをあげれば、国際日本文化研究センターの浜口恵俊先生の1989
年東京都 の6大 企業の従業員875人 を対象にして行われた調査の結果がある。 日本人の性格を
表す全20項 目の内で、日本人の回答者が一番一致 したのは 「日本人 は教育に熱心である」 と
「日本人は勤勉である」 という2項 目であった。回答者の40.1%は 「日本人は非常に勤勉な」、
39.3%は 「かなり勤勉な」、12.0%は 「やや勤勉な」、 これを合計すれば91.4%も 「日本人 は勤
勉な」性格をもっている民族であるといった。逆に 「日本人は怠惰な」性格をもっているとい
う人々は3.7%し かなかったのである〔6}。
勿論、私はこういう日本の国民の共通の認識 は正 しくないと言いたくないが、 この認識から
の解釈 は多 くの場合は疑わ しいと思われる。っまり、多 くの日本人にとってこの日本人の勤勉
性が日本人の最大の美徳なのである。毎 日忙 しくしている日本のサラリーマンやOL、 共働 き
の主婦など、恐 らく自分は勤勉であるからこの忙 しい毎 日の生活を我慢できると考えるようで
ある。「生活が忙 しい」 とか 「生活が忙 しくなった」という印象は日本だけの現象ではないが、
人口密度 の高い、人口集中が極端なこの日本にはこの忙 しさがはっきり見 られる。マスメディ
ア、パソコン、自家用乗用車(マ イカー)、共働き、などなどが忙 しさの原因と してあげ られ
ていいのではないか。
それに加えて、1960年 頃から相次いでレジャー ・ブームが起 こり、現在まで続いている。よ
く言われているように、労働 と余暇、働 くことと遊ぶことが相関関係にあるのであれば、余暇
への関心 の増加はまた労働意欲の減少をも意味しているであろう。一般の人々の意見としてよ
く西洋人 と日本人の比較で、西洋人 は 「遊ぶために働 く」 とい う態度なのに対 して日本人は
「働 くために遊ぶ」 という態度を示す、というようなことが聞かれる。っまり西洋人 にとって
労働 は遊 びに必要な収入を得 るための一っの手段に過 ぎないのに対 して、 日本人にとっては遊
ぶことが労働のための レクリエーション的な機能 しかもってない、と聞こえるが、諸レージャ・
ブームによって日本人の遊び観 も少 し 「西洋的」になったと推定できるであろう。
しかし数年前流行 ったあるウィスキー ・メーカのコマーシャルのキャッチ ・フレーズ 「大統
領のように働 く、王様のように遊ぶ」に表現 されているように、よく遊ぶ ことは仕事に障害 と
なってはならないから、過去の各レジャー ・ブームによって日本人の仕事 と遊びの理想的な関










いうまで もなく1986年頃か ら 「過労死」という新 しい概念があ らわれ 一、その現象はもち
ろんいっの時代でも、どこの国にでもあったけれども 一、数多 くの弁護士はそれ以来現在ま
で各裁判所で夫に死なれた妻達などのために争っている。1991年7月18日 の 『朝 日新聞』によ
ると特にサービス残業と過労死との関係 は深 い。
「精いっぱい働 く、精いっぱい遊ぶ」型という労働時間と余暇時間の過 ごし方では、仕事に
も、余暇にもストレスが起こりやす く、過労死の一部は単なる過労死ではな く、「過労 ・過遊
死」であるとも考え られる。
会社のたあに、残業のために給料をもらわな くても、極端の場合には死ぬまで働 くほど、 そ
の会社に対する強い忠誠心を持たなければな らないという説 もある。っまり、日本人は勤勉 だ
からよ く働 くのではな く、会社にたいして強い忠誠心をもっているから会社のための仕事の場
合は非常に勤勉である。 これは本当かどうかは別 として、やはり日本人の勤勉性を理解するた
















短所(全 部10%以 下 なので省略 した)
5
日本人好き ・余り好きでないによって内訳
長所 総:日 本人好き 余 り好きでない
勤勉869576
礼儀正 しい667342
これ らの質問か ら分るように、1970年 調査から1981年調査までに勤勉性を日本人の長所 とし
てあげた ドイッ人が96%か ら86%へ と1割 ぐらい減ったが、 日本人の勤勉性は1981年 にもあい
かわ らず トップの地位を占めていた。面白いことに特に日本人の好 きな ドイッ人が日本人の勤
勉性を長所としてあげているのである。過去には ドイッ人も自分達が勤勉な民族であると思 っ
ていたようであるが、 ドイッ人の自己イメージと他国のイメージにっいての質問から分 るよう
に、いまの ドイッ人が日本人は ドイッ人より勤勉に働くと思っているらしい。 しかし日本人の
勤勉性を高 く評価 している ドイッ人の殆どだれも日本は暮らしやすい国であると考えていない。
ドイツ人の自己イメージと他国のイメージとの比較






















日本 の 経 済 力 へ の 対 策(支 持 政 党 に よ る 内 訳)
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この 西洋 社 会 に 支配 的 な 「勤 勉 な 日本 人 」 の イ メ ー ジの結 果 と して西 洋 社 会 に と って 、 ま た
は西洋 と 日本 の 国 際 関係 に と って少 な く と も次 ぎの三 っ の傾 向 が この数 年 間 に は っ き り現 れ た
と言 え る。
1.日 本 人 はあ る種 の モ デ ル 的民 族 に な って い る〔8}。例 え ば ドイ ッで は特 に 自営 業 経 営 者 、 マ
ネー ジ ャー、CDU支 持 者 は 「わ れ わ れ の労 働 者 も 日本 人 の よ う に働 け ば!」 と思 っ て い る よ
うで あ る。 そ れ だ けで はな く、 日本 の政 治 家 の一 部 も同 じよ うな こと を信 じて い るよ うで あ る。
例 え ば1992年2月 に 当 時 の 日本 の首 相 の宮 沢 喜 一 氏 が 「ア メ リカ人 は 日本 人 の よ う に働 けば」
とい う意 味 で 「ア メ リカ に は昔 の い い労 働 倫 理 が消 え て しま った」 と言 って 、 ア メ リカで大 変
な反 響 を起 こ した。 逆 に、 世 界 の労 働 組 合 に と って、 「働 き過 ぎ」 の 日本 人 の 労 働 者 は一 種 の
悪 例 に な って い る。 個 人 的 な経 験 か ら一 例 を挙 げ る な らば、 私 の大 学 生 の息 子 に 「も っ と し っ
か り勉 強 せ よ」 と言 え ば、 彼 は決 ま って 「私 は 日本 人 で は な い」 と いっ も突 っぱ ね るので あ る。
2.日 本 は長 労 働 時 間 の た め に ソー シ ャル ・ダ ン ピ ング の批 判 を受 けて い る。 長 労働 時 間 との
関係 で 日本 人 に は余 暇 時 間 の余 裕 が な いか ら、 日本 人 の余 暇 活 動 も乏 し く、 日本側 は外 国 の レ
ジ ャー用 品 も購 入 しな い。 だ か ら日本 人 の そ の特 殊 な労 働 ・余 暇観 とそ れ に よ って決 め られ て
い る行 動 の た め に、 貿 易 摩 擦 が、 日本 人 の労 働 ・余 暇 に た いす る態 度 が か わ らな い うち は、 続
くは ず で あ る。 これ は い わ ゆ る 日本 叩 き、Japanbasher、revisionistsの 立 場 で あ る が 、 ア メ
リカ の社 会 学 者RobertColeが 言 った よ うに そ れ は公 の立 場 で は な い〔91。1991年 の 当 時 フ ラ ン
ス の首 相 と して務 め て い た ク レ ッ ソ ン婦 人 の発 言 も この類 の もので 、 宮 沢発 言 と同 じよ うに首
相 ら し くな い発 言 で あ った。"日 本 人 は働 き蟻 で あ る"と い う彼女 の 批判 にた いす る 日本 人 の
反 応 も面 白 い。 た とえ ば、 日本 経 済 新 聞(1992年2月3日)に 、 も しそ れ が 日本 で は蟻 族 と同
じよ うに20%し か働 か な い で、 ま た80%は 遊 ん で い る と い う意 味 で あ れ ば、 そ れ は正 しい とい
う社 説 が書 い て あ った。 そ れ は もち ろん 我 々 日本 人 が もっ と働 か な けれ ば な らな い とい う意 味
の社 説 に違 い な い。
3。 過 労 死 とい う概 念 の非 常 に短 期 間 に行 わ れ た国 際 的 な普 及 に よ って 一同 じよ うな現 象 は ど
こに もあ る に もか か わ らず 一 日本 の文 明 国 と して の国 際 的 な イ メ ー ジが大 部 悪 くな った とい え
る。 日本 は ワー カ ー ・ホ リック(労 働 中 毒 患 者)の 、 住 み難 い社会 で あ る とい うイ メ ー ジは ま
た強 くな っ た。 こ うい うグ ロー バ ル ・コ ンテ キ ス トで 宮 沢 首 相 が告 知 した 「生 活 大 国 」 政 策 は
大 変 筋 の通 った政 策 で あ った。
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3.こ の本 の内容 につ いて
以上でも明 らかになったであろうが、西洋諸外国 と日本との間の問題の大部分が、正 しくな
いイメージの問題である。 日本経済新聞が言 った程ではないか も知れないが、極端に働 く日本
人 は日本人の一部に過ぎない。 クレッソン婦人を初め、 日本叩 きが信 じられない程日本人はよ
く遊べるのである。いや、遊ぶのである。 しかし、 日本人の働 き者 としての自己イメージも、
日本人 に日本人を正 しく理解 させない原因の一っとなっている。
この自己イメージの由来はどこにあるのであろうか。私の解釈では、これは、数百年にわたっ
て日本で支配者のイデオロギーとして強力な役割を演 じていた儒教思想にある。「小人閑居 し
て不善をなす」に従って、幕藩制度の支配者 も、近代や現代 日本の会社経営者 もなるべ く庶民
には遊ぶための必要な自由な時間を与えなかったのである。 しかし庶民は幸いに、政治の色々
な束縛 にも関わらず、世界にも例の少ない立派な遊び文化を生みながら、よく遊んでいた。江




たのだと思われる。 もちろん少数の遊び人がいるのと同 じように、 タテマエのイデオロギーと
百パーセントー致 していた人間もいっ も少数はいた し、戦争のときのように遊ぶ暇が殆どなかっ
たときもあった。
外国人の日本イメージにも、日本人の自己イメージにも以上のタテマエの儒教のイデオロギー
は今で も大 きなウェー トを占めていると感 じなが ら、私はこの儒教のイデオロギーの重 いカー
テンを引 き抜 くことを通 じて、日本の歴史で日本人のホンネの遊びと働きとの関係を見 るのが
この研究会の目的であると思 った。 これが新 しい日本理解をもたらす新日本イメージに少 しで


















変化を掴 もうとしている。中世の農村の"自 力"を 基本とする社会は近世の集権制度で大 きく





近代化に成功するために特別な労働 工一 トスが必要 となることは、あまりにも有名なマック
ス ・ヴェーバの理論である。住谷氏の論文では、筆者 は、 こういうヴェーバ ・テーゼの日本の
近代化過程への適用の学問的な諸研究の再評価の後、今までの殆 どの学者 に見逃 されて きた村
レベルでの宮座組織や氏神信仰と近代労働工一 トスとの関係を重視 している。従来の研究は部
分的には正 しいけれども、日本人の勤勉性を基盤にした近代 日本の労働工一 トスを理解できる
ためには、やはり住谷氏の立場のような総合的な立場が必要である。
明治記の北海道の開拓農民の激:しい労働状態と彼らの数少ない遊びを具体的に調べたのは桑




の画期的な論文を読んだ後 も、著者が認識 しているように、まだ知 られていない。
リンハル トが幕末 ・明治期の西洋人の日本報告を分析 し、その中に現れる日本人の労働精神
と遊び心を検討 している。元禄期頃に日本に滞在 していたケンペルの日本見聞記にはもうすで
に日本人の勤勉な働 きぶりが誉められているので、「勤勉な日本人」のイメージはかなり古 い
ようである。 しか し、 日本人 はケンペルにとっては一種の模範的な民族であったことは忘れて
はならない。明治期の文献では勤勉な車引きなどと並んで生活を楽 しんでいる気楽な日本人 も
多 く描写 されている。西洋人の日本人の印象、 日本人のイメージはまだ一方的ではなかった。
現在 「日本の働き蜂」、「日本の働 き蟻」、「日本のワーカー ・ホリック」、「働き過ぎの日本人」
などと言えば、それはわれわれの頭の中に主 として日本のサラリーマン、つまり男性の会社員
を連想 させ る。近代文学を研究 している今井氏 は、近代化 していく女性の労働観 ・遊び観のケー
ス ・スターディとして文学者の与謝野晶子のそれを取 り上げている。彼女の読者の間でロマ ン
チックな女性 として知 られている晶子は、今井氏の研究か ら明 らかになるように、大変な働 き
者でもあった。 こういう働 き者のお母 さんの 「お手本」が 日本の子供たちの中に日本的な勤勉
さを作るためにどれほど重要であったかは言葉では表 しがたいのである。テレビの 「お しん」
が八十年代 にあまりにも大 きい反響をおこしたのはこう考えると不思議ではないと思う。














アメリカの政治学者の レヒー二氏 は、 日本の国家のレジャー政策の特徴 として、 日本の国家
の国民の レジャー活動に対する特別な関心や、 日本の国民 とアメ リカ、 ヨーロッパの先進国の




暉峻氏は現代の日本の暮 らしの中の労働と余暇を生活経済学の立場から幅広 く扱 っている。
先ず理論的に人の生活の中で労働と余暇の位置を決めてから、戦後の余暇 と労働時間の歴史的













ならない、 となっている。 こういう時間的な制限があったので、研究会の丁度4割 のメンバー
は原稿が間に合わず、大変残念に思いながらも、そのためにここには入れることができなかっ
た。そこで、念のために、楽 しい研究会へ参加 して下さったことへの感謝の気持をこめて、 こ




横 山 俊 夫(京 都 大 学):色 道 あ れ ど も風 呂道 な し?
園 田 英 弘(国 際 日本 文 化 研 究 セ ンタ ー):近 代 日本 にお け る勤 勉 の起 源
芳 賀 徹(国 際 日本 文 化 研 究 セ ンタ ー):日 本 人 の 「遊 び」観 を俳 句 に読 む 一蕪 村 か ら現 代 ま で
白幡 洋 三 郎(国 際 日本 文 化 研 究 セ ンタ ー):明 治 の遊 び
津 金 沢 聡 広(関 西 学 院 大 学):阪 急 の沿 線 開 発 にみ られ る あ そ び観 ・余 暇 観
中川 清(同 志 社 大 学):近 代 日本 に お け る労 働 意 識 の変 容
柏 岡 富 英(国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー):「 働 きす ぎ ・働 か せ す ぎ」 論 の批 判 的 検 討
井 上 俊(大 阪 大 学):戦 後 日本 にお け る 「遊 び」 言 説 の盛 衰
飯 田 経 夫(国 際 日本 文 化研 究 セ ン ター):近 年 の 日本 経 済 の問 題 点
研 究 会 の幹 事 を して 下 さ っ た井 上 章 一 氏 に対 して も御 礼 の こ とば が 足 りな い と認識 して い る。
そ して私 の京 都 の山 奥 の一 年 間 の 生 活 を 楽 し く して くれ た梅 原 猛 前 所 長 と河合 隼 雄 現 所 長 を は
じめ、 「ニ チ ブ ンケ ン」 の皆 様 に も この頁 を借 りて私 の感 謝 の気 持 ち を表 わ した いの で あ る。
最 後 に な ったが 、 私 の 日本 語 を 直 して 下 さ った東 京 都 立 大 学 の 中 居実 氏 に も深 く御 礼 を 申 し
上 げ る次 第 で あ る。
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には こう述べた:「 ドイ ッ人が勤勉な国民であ る」 と思 っている 日本人が昔 か ら多 いよ うだが、
日本流 の 「勤勉」 とい う観 念で考えた ら、それ はとんで もない見 当ちがいで ある。 ドイ ッ人 が、
他の ヨーロッパ諸国の人 間 と本質的に ちが って いるはず もな く、 要す るに個 人主 義 に もとつ い
た生 き方を追求す るのだか ら、 日本 人の ような 「会社 のため」 とか、「仕事 あって の 自分 」 な ど
という観念 は本質的に はま った くない。 より快適な、 よ り充実 した 自分 の生活 が、 あ くまで 中
心 とな るのであ って、会社 や仕事 を生活 の中心に置 く日本人一 般 の考え と比べ た ら、 天 動説 と
,地動説 ほどのちが いがある といえよ う。 したが って、 「ドイッ人 は勤勉 などではな い」 と考 え た
ほうが正 しいとい うことにな る。(「学 びす ぎたか日本人』講談社1983年 、217頁)
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